
少子化時代における 園経営支援と当社の取り組み 

 

幼児活動研究会株式会社では、 体育指導、教育研修、園運営支援 を通じて、 全国の契約園

の持続的な成長と発展をサポート しています。  

 

近年、少子化 の進行により、 幼児教育・保育業界 を取り巻く 環境は大きく 変化していま

す。 園児数の減少や人材確保など、 各園が直面する経営課題は年々複雑化しており、 教育・

保育の質の向上と安定した 園運営の両立が求められています。  

当社が契約園向けに発行している「 セミナーニュース」 では、こうした 社会環境の変化を

踏まえ、 園経営に関する情報提供や実践事例の共有を行っています。 今月号では、 少子化の

中でも 成長を続ける医療機関の事例を取り上げ、「 選ばれる組織づくり」の 重要性について紹

介しました。  

 

記事では、 組織全体で経営意識を高めることや、

利用者から「また 戻ってきたい」と 思われる環境づ

くりが、 持続的な成長につながる 要因として 紹介さ

れています。これは 幼児教育・保育施設 においても

共通する考え方であり、 こどもたちや 保護者から信

頼される 園づくりが、 長期的な園経営の基盤になる

と当社は考えています。  

当社では、 体育指導や教育研修の提供に加え、 園

長・主任向 け研修、人材育成支援、組織 づくり 支援

などを 通じて、 契約園の課題解決をサポート してい

ます。 教育現場の実践と経営の両面から支援を行う

ことで、 各園が変化する社会環境に対応しながら 持

続的に発展できるよう 取り組んでいます。  

 

少子化は幼児教育・保育業界 にとって 大きな経営環境の変化ですが、 一方で教育の質や組

織力の重要性がこれまで 以上に高まる時代でもあります。 当社は、 教育現場で培った知見や

ノウハウ を活かしながら、 契約園の持続的な発展に貢献するとともに、 幼児教育・保育業界

全体の価値向上に取り組んでまいります。  

 


